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市民の応援に励まされました！　守谷ハーフマラソン
　２月６日㈰に第27回守谷ハーフマラソンが開催されました。この日を楽しみに全
国各地から申し込みをしたランナーは過去最高の6,148人。皆、ボランティアや沿
道の応援に励まされながら、健脚を競い合いました。
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	 ５kmの部
◆男子39歳以下……………優勝記録	 16′20″
１③廣

ひろせ	
瀬　直

な お や
也	（土浦日大）	 16′52″

２④渡
わたなべ

辺　裕
ひろゆき	

之		 16′56″
３�長

ながしま
島　和

か ず や
也		 20′21″

◆男子40歳以上……………優勝記録	 16′38″
１⑰宮

みやもと
本　閑

のどか	
	 （ORT 葛飾）	 20′24″

２⑲能
の せ
勢　浩

ひろし	
	 （綾瀬 RC）	 20′35″

３�下
しもむら

村　一
かずお	

夫（柏 CSC）	 21′34″
◆女子39歳以下……………優勝記録	 18′13″
１⑪藤

ふ じ た
田　香

かすみ	
澄		 21′27″

２⑯河
か わ い

合　千
ち　か	
賀	（LASDEC）	 23′49″

３⑱菅
すがの	

野美
み よ こ
代子	（松前台ミニバス）	 24′06″

◆女子40歳以上……………優勝記録	 21′49″
１⑩渡

わたなべ	
部みゆき		 24′40″

２⑭大
お お の

野　順
じゅんこ	

子	（邂逅∞市ヶ尾）	 25′24″
３⑮寺

て ら だ
田　寿

としこ	
子		 25′43″

◆中学男子……………………優勝記録	 16′18″
１⑥高

こうりき
力　雄

ゆうた	
大	（並木中等）	 17′16″

２⑬能
の せ
勢　晃

あきら
	 （並木中等）	 19′15″

３⑮端
は な し

無　元
げんき	

輝	（御所ケ丘中学校）	 19′48″
◆中学女子……………………優勝記録	 17′16″
１⑧吉

よしおか
岡　観

み 	 さ 	
紗	（けやき台中学校）	 20′46″

２⑪藤
ふじた	

田すみれ	（茗渓学園）	 21′51″
３⑫長

ながつま
妻　紗

さ 	 ら 	
良	（愛宕中学校）	 22′57″

	 ３kmの部
◆一般男子……………………優勝記録	 9′31″
１⑤高

たかしま
島　清

きよし	
	 （チームくろうち）	 12′59″

２⑥住
すみたに

谷　忠
ただお	

雄	（守谷柔道塾）	 13′29″
３⑦北

きたむら
村　聡

さとし	
司	（県立伊奈養護学校）	 13′32″

◆一般女子……………………優勝記録	 13′48″
１②佐

さ さ
々　輝

てるこ	
子		 13′57″

２③松
まつやま

山　悦
えつこ	

子		 14′01″
３⑤鹿

し か ま
間　光

みつこ	
子	（常総 Jr. ラグビー）	 15′21″

◆小学５・６年生男子………優勝記録	 10′33″
１④高

たかはし
橋　泰

たいと	
斗	（高野小学校）	 11′02″

２⑧大
おおつか

塚　文
ふみき	

貴	（松前台小学校）	 11′21″
３⑨飯

い い の
野　理

まさたか	
剛	（黒内小学校）	 11′23″

◆小学５・６年生女子………優勝記録	 10′41″
１⑦小

こばやし
林　遥

はるか	
佳	（松ケ丘ミニバス）	 11′33″

２⑧松
まつもと

本恵
え 	 り 	 な 	
里奈	（松ケ丘ミニバス）	 11′35″

３⑩平
ひらばやし

林　真
ま 	 い 	
依	（高野小学校）	 11′48″

的
ま と ば

場　純
じゅんいち 

一
（御所ケ丘）

野
の ざ き

崎由
ゆ  み  こ  

美子
（みずき野）

後
ご と う

藤　毅
つよし 

（松前台）

	 ２kmの部
◆小学３・４年生男子………優勝記録	 7′05″
１④榎

えのもと	
本　悠

ゆ う が
雅	（守谷クラブ）	 7′24″

２⑧稲
い な ば

葉　拓
たくみ	

己	（守谷ドルフィンズ）	 7′50″
３⑨佐

さ と う
藤　直

なおと	
人	（御所ミニバス）	 7′53″

◆小学３・４年生女子………優勝記録	 7′46″
１①松

まつもと
本　菜

な 	 な 	
奈	（松ケ丘ミニバス）	 7′46″

２②高
たかはし

橋　千
ちさと	

里	（高野小学校）	 7′47″
３③円

つぶらや
谷　水

みずき	
紀	（御所ミニバス）	 7′47″

◆小学１・２年生男子………優勝記録	 7′56″
１⑤福

ふくさき
崎　純

じゅんぺい	
平	（松ケ丘小学校）	 8′30″

２⑧田
た が は ら
ヶ原侑

ゆうき	
希	（守谷ドルフィンズ）	 8′40″

３⑨大
お お ば

庭　彩
あやと	

豊	（みずき野シティ）	 8′47″
◆小学１・２年生女子………優勝記録	 7′38″
１①高

たかはし
橋　実

みさと	
里	（高野小学校）	 7′38″

２③坂
さかもと

本　美
み 	 こ 	
心	（黒内小学校）	 8′22″

３④松
まつもと

本　優
ゆう	

	 （松ケ丘ミニバス）	 8′55″

　◎NAHAマラソン招待者
　NAHA マラソン招待者の方々（ハーフマラ
ソンの部で成績上位者の中から選出）は、毎年
NAHA マラソンでも好成績を残しています。今
年の招待者の皆さんも頑張ってきてください！

市内在住
50歳以上１位

市内在住
女子１位

市内在住
男子１位

市内成績上位者紹介
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◆男子39歳以下…………優勝記録	 1°03′54″
１�後

ご と う
藤　毅

つよし
	 （医療法人慶友会）	 1°13′25″

２�梅
うめざわ

澤　雅
まさかず

和		 1°17′27″
３�若

わかばやし	
林　拓

たく
	 	 1°17′42″

◆男子40～49歳………優勝記録	 1°14′44″
１⑮切

き り た
田　雅

まさのぶ	
信	（アサヒビール）	 1°23′47″

２⑰佐
さ と う

藤　義
よしかず	

和	（AVRC 茨城）	 1°24′20″
３�石

いしづか
塚　二

じ ろ う
郎	（キヤノン）	 1°25′28″

◆男子50～54歳………優勝記録	 1°20′31″
１⑳西

にしまた	
股　健

けんいち
一	（オンザロード）	 1°31′16″

２�菱
ひしぬま	

沼　高
た か し

志	（★チームピーポ）	 1°32′34″
３�木

き む ら
村　敏

としお	
夫	（三井生命）	 1°34′16″

◆男子55～59歳………優勝記録	 1°17′16″
１⑧的

まとば	
場　純

じゅんいち
一	（守谷 JC）	 1°30′52″

２⑰岡
お か の

野　義
よしふさ	

房	（守谷こじゅけい）	 1°34′21″
３�久

く の 	
野　春

はるひこ
彦	（サタラン）	 1°39′05″

◆男子60～64歳………優勝記録	 1°21′09″
１⑧八

や え が し 	
重樫　悟

さとる
	（羊蹄会）	 1°32′35″

２⑲宮
みやおう

應　政
まさお	

雄	（前川製作所）	 1°37′31″
３�伊

い と う
藤　孝

たかのり	
則	（JAC ＆ベティ）	 1°39′43″

◆男子65～69歳………優勝記録	 1°29′14″
１�植

う え き
木　五

ごろう	
郎	（帝京大学教授）	 1°48′40″

２�清
し み ず

水　宏
ひろまさ	

眞	（守谷 JC）	 1°49′07″
３�君

きみしま
島　實

みのる	
	 （守谷 JC）	 1°50′10″

◆男子70歳以上…………優勝記録	 1°29′01″
１�岩

いわきり
切　健

つよし
	 	 2°09′38″

２�大
おおはた	

畑　光
みつよし

義	（追体験の声の中）	 2°17′41″

ハーフマラソンの部

　第 27回守谷ハーフマラソン大会（２月６日）の市内成績上位者を紹介します（順位横○内の数字
は部門別総合順位／敬称略）。なお、完走者全員の成績は、市ホームページから確認できます。

◆女子39歳以下…………優勝記録	 1°15′48″
１�境

さかいの
野　紀

のりこ	
子	（乱 RUN 乱）	 1°51′25″

２�根
ね も と

本　裕
ゆうこ	

子	（EY）	 1°52′37″
３�スバン	真

ま 	 き 	
希	 1°53′21″

◆女子40～49歳………優勝記録	 1°24′12″
１⑥野

の ざ き
崎由

ゆ み こ
美子	（JAC ＆ベティ）	 1°36′10″

２⑪高
たかやま	

山　礼
れ い こ

子	（ハヤブサ）	 1°39′13″
３⑲水

みずかみ
上　晶

あきこ	
子		 1°47′35″

◆女子50歳以上…………優勝記録	 1°36′46″
１①笠

かさみ	
見みさ子

こ
	（守谷 JC）	 1°36′46″

２⑯五
ごとう	

藤由
ゆ き こ
紀子		 1°53′26″

３�植
う え き

木　洋
ようこ	

子		 1°57′26″

●問合先　市役所生涯学習課　スポーツＧ　内線 278

第 27回守谷ハーフマラソン
大会結果

　◎大会の記録
　第 27 回大会は、近県だけでなく、北海道から
沖縄県まで、全国から過去最高人数が参加しまし
た。大会が無事に終了したのも、市民の皆さんの
ご協力によるものです。ありがとうございました。

▽申込者数　6,148 人　 ▽出走者数　5,242 人

▽完走者数　5,171 人（完走率 98.65％）

▽気象データ（10 : 00 現在）　	風：西北西 1.0 ｍ
　天候：晴れ　気温：12.5℃　湿度：65％　
○ハーフマラソンの部　総合優勝者

櫻
さくらい

井　秀
ひ で み

巳
（日本体育大学）
 優勝記録　1°15′48″

※大会新

服
はっとり

部　翔
しょうた

大
（日本体育大学）
優勝記録　1°03′54″

女子総合１位 男子総合１位

市内成績上位者紹介
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●国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ　　　　　　　　　　　●問合先　市役所国保年金課

5 広報もりや2011.3.10

◎	高額医療・高額介護合算制度における「一般区
分」の自己負担限度額が平成24年７月31日
まで据え置かれます

　医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者
がいる場合、国民健康保険と介護保険の限度額を
それぞれ適用した後に、年額の自己負担を合算し
て次の自己負担限度額を超えたときは、その超え
た分が支給されます。

◎	２割負担の方の一部負担金の割合が平成24年
３月31日まで１割負担に据え置かれます

　特例措置の適用による「一部負担金の割合」の
記載内容を更新した高齢受給者証（青色の紙）を、
３月中旬に発送する保険証に同封して世帯主宛て
に発送します。
　なお、高齢受給者証の有効期限は、自己負担割
合の判定を毎年７月中旬に住民税課税所得（課税
標準額）に基づき行うため、８月１日から翌年７
月 31 日までの１年間となります。
　そのため、今回送付する高齢受給者証の有効期
限は、特例措置の延長（平成 24 年３月 31 日まで）
に関わらず「平成 23 年７月 31 日まで」となりま
す。８月１日以降に使用する高齢受給者証は、７
月中旬に送付します。

　現在使用中の高齢受給者証（３月 31日まで）
２割（平成 23 年３月 31 日までは１割）

　４月１日からの高齢受給者証
２割（平成 23 年７月 31 日までは１割）

◦	一部負担金の割合が３割（現役並み所得者）の
方、また、一定の障害認定を受けて後期高齢者
医療の対象となっている方を除きます。

◦		医療機関での受診の際は、必ず「保険証」と「高
齢受給者証」を提示してください。
◎	高額療養費における「一般区分」の自己負担限度
額が平成24年３月31日まで据え置かれます

　医療費が高額になった場合に、医療機関での外
来・入院の際に適用される一般区分の自己負担限
度額が次のとおり据え置かれます。

・外来（個人単位）　　　　12,000 円
　※ 平成 24 年４月から 24,600 円
・外来＋入院（世帯単位）　44,400 円
　※ 平成 24 年４月から 62,100 円

＊	同一月内に外来と入院がある場合は、外来（個
人単位）の限度額を適用後に、外来＋入院（世
帯単位）の限度額を適用して計算します。

■対　　象　
・	守谷市で国民健康保険・後期高齢者医療に加入
している満 40 歳以上（平成 23 年４月１日現在）
の方

・保険税（料）の未納がない方
・	脳ドック検診を希望する場合は、過去３年度間
（Ｈ20〜22年度）に脳ドック助成を受けていない方
※	検診日当日に保険の資格を喪失（社会保険等へ

の加入や転出など）した場合は、助成金受給者
証が交付されていても助成の受給は不可

■助 成 額	 人間ドック　15,800 円
	 脳ドック　　26,300 円
■受診期間	 ４月１日㈮〜平成 24 年３月 31 日㈯
■申込期間	 ３月23日㈬〜平成 24 年２月 29 日㈬
　　　　　　※ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く
■	申込方法　指定医療機関に予約後、国民健康保

険または後期高齢者医療の保険証を持参の上、
国保年金課窓口で申し込む

※電話・郵送・電子メール・FAX 等での申込不可
※結果データは、保健指導等のデータとして活用
※	同一年度内に受けられる健康診断は、次のうち

いずれか１つ（重複受診不可）
　	①人間ドック、②脳ドック、③特定健診（集団

健診・医療機関健診・ミニドック）、④後期高
齢者医療健診（集団健診・医療機関健診）

（
月
額
）

自
己
負
担
限
度
額

　70 歳以上 75 歳未満の方に対する「現役並み所得者以外の被保険者に係る一部負担金の割合」、「一
般区分の被保険者に係る高額療養費の自己負担限度額」及び「一般区分の被保険者に係る高額医療・
高額介護合算療養費の自己負担限度額」に対する軽減特例措置が延長されます。

合算した場合の自己負担限度額
（年額／８月～翌年７月）

56 万円　※平成 24 年 8 月から 62 万円

平成 23 年度 
国民健康保険・後期高齢者医療

国民健康保険に加入している 70歳以上 75歳未満の方へ

医療機関での受診時の自己負担に対する軽減措置が延長！

＜国民健康保険＞保険年金Ｇ　内線102～104　＜後期高齢者医療＞医療福祉Ｇ　内線107・108
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　４月 1 日以降に使用する新しい保険証を３月中
旬に加入世帯に簡易書留郵便で送付します。配達
時に不在の場合は、郵便局では不在通知を残しま
す（保険証は３月 31 日㈭まで守谷郵便局で保管
し、４月１日㈮以降は市役所国保年金課で保管）。
＊	市役所で保険証を受け取る際は、必ず①来庁す
る方の身分証明書（運転免許証等）と②印鑑を
ご持参ください。

問い合わせ・来庁は、事務処理の都合上４月４日
㈪以降にお願いします。
※土・日曜日、祝日を除く８：30〜 17：15

○新しい保険証は、世帯主宛てに交付されます。
　（3 月 31 日までは今までの保険証を使用）
○	保険証が届いたら、記載内容と保険証裏面の注

意事項をご確認ください。
○	保険証は犯罪などに使われる場合がありますの

で、紛失には十分ご注意ください。紛失した際
の保険証の再交付には、世帯主からの委任状と
身分証明書（運転免許証等）が必要となります。

○	就学のために他市区町村へ転出する場合は、国
保年金課窓口への届出が必要となります。
◎�臓器提供に関する意思表示の方法・機会の拡大

を目的として、保険証の裏面に「臓器提供意思
表示欄」が設けられました。詳細については、
同封の文書と保険証裏面をご覧ください。

指定医療機関
医療機関名 区分 費用額 自己負担額

守谷慶友病院
☎ 21-9101

人間 34,650 円 18,850 円
脳 52,500 円 26,200 円

総合守谷第一病院
☎ 45-9912

人間 31,500 円 15,700 円
脳 52,500 円 26,200 円

会田記念リハビリ
テーション病院

☎ 48-6111
人間 31,500 円 15,700 円

取手医師会病院
☎ 0297-71-9500

人間 38,000 円 22,200 円
脳 52,500 円 26,200 円

取手協同病院 ※

☎ 0297-74-5551
人間 40,370 円 24,570 円
脳 52,500 円 26,200 円

きぬ医師会病院
☎ 23-1771 脳 52,500 円 26,200 円

筑波メディカル
センター

☎ 029-856-3500

人間 40,110 円 24,310 円

脳 52,500 円 26,200 円

後期高齢者医療に加入されている方の保険証は
８月に更新されます！
　８月１日以降に使用する新しい保険証は、７
月下旬に発送予定です。７月 31 日までは、今
までの保険証を使用してください。

　入院などで多額の医療費※がかかり、同じ
月内の医療機関窓口で支払った額が、１か月
の自己負担限度額を超えた場合、高額療養費
が支給されます。
　該当する方に対しては、診療月の約３か月
後に市役所から高額療養費の支給申請書を送
付します。申請書が届いたら、お早めに国保
年金課窓口で手続きをしてください。
※	保険適用分に限る（差額ベット代・食事療

養費は含まれません）

※	取手協同病院は４月から「JAとりで総合医療セ
ンター」に名称を変更

＊	上記費用額は変更になる場合があります。医療
機関に予約する際に再度ご確認ください。

＊	各医療機関の検査項目一覧表は、市役所国保年
金課、保健センター、中央・郷州・高野・北守
谷の各公民館にあります。検査項目の詳細は、
各医療機関にお問い合わせください。

Vol.4国民健康保険の
「こんなときは？」

医療費の支払いが多
額になったときは？

↑
表
面
の
左
側
の
色
は
「
橙
色
」（
退
職
被
保
険
者
証
は
「
緑
色
」）

保
険
証
《
表
面
》

《
裏
面
》

人間ドック・脳ドック検診助成事業

４月１日から国民健康保険の保険証が更新！
保険証は、被保険者であることを証明するものです。大切に保管しましょう！
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ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
終
了
後
も

相
談
で
き
る
窓
口
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

　
講
演
『
子
ど
も
・
親
・

地
域
が
育
つ
「
食
育
実
践
記
」

〜
「
い
の
ち
の
タ
ス
キ
」
を
つ

な
ご
う
』（
竹た
け
し
た下
和か
ず
お男
氏
）、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
朗

読
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
」、

情　報 
ひろば 
情　報
ひろば

くらし・環境・交通 

届出・証明・税・年金 

子ども 

高齢者 

教室・講座・イベント 
情報・参加・交流 

仕　事 

開
　
　
催
 

開　　催

　
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
及
び

性
暴
力
被
害
を
受
け
た
方
、
あ

な
た
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
一
人
で
悩
ま
ず
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
秘
密
厳
守

／
匿
名
可
／
無
料
）

　
内
閣
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
こ

う
し
た
暴
力
に
苦
し
む
方
の
支

援
を
行
っ
て
き
た
民
間
支
援
団

体
の
協
力
を
得
て
、
電
話
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
者
一
人
一

人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
窓
口

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
支
援
員
が
付
き
添
い

を
行
い
、
確
実
に
支
援
窓
口
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▼
相
談
受
付
期
間

　
３
月
27
日

㈰
午
後
10
時
ま
で
※
原
則
24
時

間
対
応
▼
相
談
先

　
パ
ー
プ
ル

ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０
|
９

４
１
|
８
２
６
▼
相
談
内
容
　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の
被
害

に
関
す
る
相
談
、
性
暴
力
の
被

害
に
関
す
る
相
談
（
性
暴
力
は

加
害
者
や
被
害
の
時
期
等
を
問

わ
な
い
）
※
被
害
者
の
家
族
・

友
人
か
ら
の
相
談
も
可
能
▼
協

力
団
体

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
女

性
シ
ェ
ル
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
日
本
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
女
性
の
安
全
と
健
康
の
た

め
の
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
、
性

暴
力
救
援
セ
ン
タ
ー
・
大
阪（
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
）

＊ 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

gender.go.jp/

）
に
は
、
パ

食
と
い
の
ち
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｄ
Ｖ
・
性
暴
力
に
関
す
る
電
話

相
談
「
パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
」

親
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◎
常
総
市
石
下
体
育
館

▽
内
容

　
地
産
地
消
の
試
食
コ

ー
ナ
ー
※
上
履
き
持
参

▼
日
時

　
３
月
19
日
㈯
午
前
９

時
15
分
〜
午
後
３
時
※
入
場
無

料
／
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

▼
後
援

　
総
務
省
ほ
か

▼
問
合
先

　
食
と
い
の
ち
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局
（
常
総
市

役
所
市
民
協
働
課
）　
☎
23
|

２
１
４
５

　市民の皆さんに安全で安
心な地元の野菜や特産品を
販売します。
　家族や友達と一緒にぜひ
皆さんでお越しください。

▼日時　４月３日㈰
　　　　10:00 ～ 15:00
　　　　※小雨決行

▼場所　守谷駅前西口広場

▼問合先　
• 地場産品販売促進事業担
当（石澤）
　 090-3148-5370
•市役所経済課
　商工・観光Ｇ　内線 262

◎同時開催
　「第３回和太鼓フェスタ」
11:00 守谷ふれあい太鼓
　　　（守谷市）
11:30 一

はじめ

太鼓（野田市）
12:00 鼓

こ ま

舞太鼓（龍ケ崎市）
12:30 坂東太鼓の会（取手市）
13:00 夢　ひびき（石岡市）
13:30 若

わかはや

囃太鼓会（筑西市）
14:00 古河和太鼓保存会
　　　（古河市）
14:30  常

ひ た ち の く に

陸乃国ふるさと太鼓会
　　　（つくば市）
＊ 演目の時間は多少ずれる可
能性があります。

開催
地場産品販売促進事業

「ふるさと市もりや朝市」「ふるさと市もりや朝市」「ふるさと市もりや朝市」

ドコモショップ守谷店

0120-510-360
〒302-0109　茨城県守谷市本町288-1
☎0297-45-1511  営業時間：AM10:00～PM8:00  年中無休
http://www.nichi-com.co.jp/docomo  

未成年の方が携帯電話をご利用になる場合は、原則として、「アクセス制限サービス」をお申込みいただいております。

ガス機器・太陽光発電のことなら

～東部ガスからのお知らせ～

４月２５日から、新事務所に移転いたします。

移転先住所：守谷市中央１‒８‒４

℡:0297-48-1354

●国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ

特別徴収
の納期

賦
課

納
期
月

仮
徴
収

４月
６月
８月

本
徴
収

10 月
12 月
２月
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◎
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
方
を
知
り
ま
し
ょ
う

　
赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
２
週
間
か
ら
週
を

追
う
ご
と
に
、
も
っ
と
泣
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
た
と
え
、
１
日
何
時
間
も
泣
く
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
元
気
に
お
っ
ぱ
い
を
飲

ん
で
、
機
嫌
が
良
け
れ
ば
心
配
は
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
、
ま
ず
は
抱
っ

こ
を
し
て
、
お
っ
ぱ
い
、
お
む
つ
、
散
歩

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
、
な
だ
め
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
い
つ
も
と
泣
き

方
が
違
う
と
思
う
と
き
は
、
医
師
に
診
て

も
ら
う
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　『
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
』
は
、
ず
っ
と
続

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
生
後

２
か
月
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
で
、
３
～
５
か
月

ご
ろ
に
和
ら
い
で
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

に
は
、訳
が
分
か
ら
ず
泣
く
こ
と
も
減
り
、

あ
や
す
と
笑
う
よ
う
に
な
っ
て
、
少
し
ず

つ
生
活
リ
ズ
ム
が
つ
い
て
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
お
母
さ
ん
も
要
領
が
分
か
っ

て
き
て
、
気
持
ち
に
も
余
裕
が
出
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
実
際
に
、
３
～
４
か

月
児
健
診
で
は
、「
育
児
の
見
通
し
が
た
っ

た
」
と
い
う
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

◎	

赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し

ま
っ
た
ら
…

　
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に
寝
か
せ
、

自
分
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
そ
の
場
を

少
し
だ
け
離
れ
て
み
る
の
も
い
い
で
し
ょ

う
。
ま
た
、ほ
か
の
人
と
話
し
て
み
る
と
、

み
ん
な
も
同
じ
経
験
を
し
て
い
る
と
分

か
っ
て
、安
心
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
み
ん
な
不
安
で
い
っ
ぱ
い

　
私
た
ち
保
健
師
が
新
生
児
訪
問
を
し
た

際
に
、
お
母
さ
ん
か
ら
「
泣
い
て
ば
か
り

で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
。」

「
夜
眠
っ
て
く
れ
な
い
。
自
分
が
休
め
な

い
。」「
一
日
中
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
と
家
事

で
、
自
分
の
時
間
が
な
い
。」
な
ど
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
あ
る
お
母
さ
ん
は
「
出
産
前
ま
で
は
、

周
り
の
人
か
ら
も
〝
赤
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い

い
よ
〟
と
言
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
う
な

ん
だ
と
思
っ
て
い
た
。
赤
ち
ゃ
ん
は
ず
っ

と
寝
て
い
て
、
お
っ
ぱ
い
を
飲
ん
で
、
そ

し
て
、
お
む
つ
を
替
え
れ
ば
大
き
く
な
っ

て
い
く
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
実

際
は
全
く
違
っ
て
、
こ
ん
な
に
泣
い
て
ば

か
り
と
は
…
。」
と
言
っ
て
、
困
っ
た
表

情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
生
後
２
か
月
ぐ
ら
い
は
外
出
も
思
う
よ

う
に
で
き
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
と
毎
日
を
過
ご

す
お
母
さ
ん
。
そ
ん
な
中
で
『
赤
ち
ゃ
ん

の
泣
き
』に
ず
っ
と
付
き
合
っ
て
い
る
と
、

「
う
ち
の
子
は
他
の
子
よ
り
も
よ
く
泣
く
」

「
病
気
か
な
？
」
と
不
安
が
増
し
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

の
納
付
方
法
に
つ
い
て
」
の
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
ま
た
、
特
別
徴
収
が
非
該
当
と

な
っ
た
場
合
は
、
特
別
徴
収
を
中
止
す
る

通
知
を
随
時
送
付
し
ま
す
。

	

平
成
23
年
度
の
保
険
税（
料
）年
額
に
つ
い
て

　
保
険
税
（
料
）
の
賦
課
内
容
に
つ
い
て

は
、年
額
確
定
後
に
「
仮
徴
収
額
」
と
「
本

徴
収
額
」
を
記
載
し
た
「
平
成
23
年
度
保

険
税
（
料
）
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収

開
始
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
以
降
に
送
付

し
ま
す
。

特
別
徴
収
対
象
外
（
普
通
徴
収
）
の
方
へ

　
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
が
次
に

該
当
す
る
方
は
、
保
険
税
（
料
）
を
納
付

書
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。納
付
書
は
、年
間
の
保
険
税（
料
）

額
が
確
定
す
る
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

・
年
金
の
年
額
が
18
万
円
未
満

・	

介
護
保
険
料
と
保
険
税
（
料
）
の
１
回

当
た
り
に
徴
収
さ
れ
る
合
算
額
が
、
２

か
月
に
１
回
支
給
さ
れ
る
年
金
受
給
額

の
２
分
の
１
を
超
え
る

・
年
金
の
支
給
調
整
や
差
止
め
な
ど
で
天

　
引
き
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
な
ど

●
問
合
先

　
市
役
所
国
保
年
金
課

○
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
保
険
年
金
Ｇ

　
内
線
１
０
２
～
１
０
４

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　
医
療
福
祉
Ｇ

　
内
線
１
０
７
・
１
０
８

　
平
成
22
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
継
続
し
て

特
別
徴
収
で
納
付
し
て
い
る
方
の
平
成
23

年
度
分
の
仮
徴
収
額
は
、
４
・
６
・
８
月
の

各
月
と
も
、
２
月
に
徴
収
さ
れ
た
額
と
同

額
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
１
月
１
日
以
降
に
被

保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
な
ど
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収
に

該
当
す
る
方
は
、前
年
度
の
保
険
税
（
料
）

の
約
６
分
の
１
の
額
が
、
４
月
以
降
の
年

金
支
給
月
ご
と
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
４
月
上
旬
に
「
平

成
23
年
度
保
険
税
（
料
）
仮
徴
収
額
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
継
続
し
て
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
仮
徴
収
額
の
決
定
通
知
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

＊	

本
徴
収
に
お
け
る
保
険
税
（
料
）
額
は
、

年
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
額

を
10
・
12
月
、
翌
年
２
月
の
３
回
に
分

け
た
額
と
な
り
ま
す
。

新
規
該
当
者
・
非
該
当
者
の
方
へ

　
６
月
以
降
、
新
規
で
特
別
徴
収
に
該
当

す
る
場
合
は
、
事
前
に
「
保
険
税
（
料
）

▼
平
成
23
年
度

　国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
▼

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
支
払
い
）の
仮
徴
収
額

ヘ
ル
シ
ー
保
健
師
だ
よ
り

　

●
問
合
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎
48
―
6
0
0
0

赤
ち
ゃ
ん
の

　
　
　
泣
き

vol.45
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◎
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

▼
受
験
資
格

　
一
般

　
18
歳
以

上
34
歳
未
満
の
者
／
技
能

　
18

歳
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応

じ
て
53
〜
55
歳
未
満
の
者
※
い

ず
れ
も
平
成
23
年
７
月
１
日
現

在
▼
試
験
日

　
４
月
15
日
㈮
〜

18
日
㈪
の
う
ち
指
定
す
る
日

▼
受
付

　
４
月
６
日
㈬
ま
で

◎�

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
・

技
術
）

▼
受
験
資
格

　
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
で
次
の
い
ず
れ
か
の

者
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
②
20

歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学
を
卒

募　　集

業
（
見
込
み
含
む
）
ま
た
は
外

国
に
お
け
る
学
校
を
卒
業
し
た

場
合
で
大
学
卒
業
相
当
と
認
め

ら
れ
る
③
修
士
学
位
を
受
け
た

28
歳
未
満
▼
試
験
日

　
１
次

　

５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰（
飛
行
要

員
の
み
）／
２
次

　
６
月
14
日

㈫
〜
16
日
㈭
の
う
ち
指
定
す
る

日
▼
受
付

　
５
月
６
日
㈮
ま
で

▼
問
合
先

　
自
衛
隊
茨
城
地
方

協
力
本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
７
¦
64
¦
３
３
５
１

�http://w
w
w
.m

od.go.jp/
pco/ibaraki/

▼
職
務
内
容

　
労
働
基
準
関
係

法
令
に
基
づ
い
て
あ
ら
ゆ
る
事

業
場
に
立
ち
入
り
、
事
業
主
に

法
に
定
め
る
基
準
を
順
守
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
労
働
条
件
の

確
保
・
向
上
、
労
働
者
の
安
全

や
健
康
の
確
保
を
図
り
、ま
た
、

労
災
補
償
の
業
務
を
行
う
こ
と

を
任
務
と
す
る
厚
生
労
働
省
の

専
門
職
員
▼
受
験
資
格

　
①
昭

和
57
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者
②
平
成

２
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

次
の
い
ず
れ
か
の
者
⑴
大
学
を

卒
業
し
た
者
及
び
平
成
24
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
⑵

人
事
院
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
▼
試
験
内
容

大
学
卒
業
程
度
▼
申
込
期
間

　

４
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭
▼
試
験

日
　
１
次

　
６
月
12
日
㈰
／
２

次
　
７
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭
の

指
定
さ
れ
た
日

▼
問
合
先

茨
城
労
働
局

　
総
務
課

　

☎
０
２
９
¦
２
２
４
¦
６
２
１
１

＊�

受
験
申
込
書
や
受
験
案
内
は
、

茨
城
労
働
局
・
県
内
の
労
働

基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安

定
所
で
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　
豊
か
な
自
然
と
多
く
の
史
跡

に
囲
ま
れ
た
研
修
所
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
県
立
西に

し
や
ま山

研
修
所
」

労
働
基
準
監
督
官

予
備
自
衛
官
補
・

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▼
利
用
資
格

　
研
修
を
目
的
と

す
る
５
人
以
上
の
団
体
（
家
族

可
）
▼
内
容

　
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
、
野
鳥
観
察
、
キ
ャ
ン
プ
体

験
、
歴
史
講
座
、
音
楽
活
動
等

※
所
員
支
援
可
能
の
研
修
も
多

種
あ
り
▼
施
設

　
宿
泊
棟
（
大

広
間
・
研
修
室
・
講
堂
・
和
室

等
）、
広
場
（
野
外
炊
飯
場
・

キ
ャ
ン
プ
場
等
）
▼
宿
泊
定
員

舎
営
１
２
０
人
／
キ
ャ
ン
プ
場

２
０
０
人
▼
施
設
利
用
料
金

◦
宿
泊
す
る
場
合（
１
人
１
泊
）

　
小
・
中
学
生

　
１
８
０
円

　
25
歳
未
満

　
　
３
５
０
円

　
25
歳
以
上

　
　
８
８
０
円

◦
日
帰
り
（
１
人
１
日
）

　
小
・
中
学
生

　
　
　
30
円

　
25
歳
未
満

　
　
　
　
80
円

　
25
歳
以
上

　
　
１
８
０
円

※
幼
児
は
無
料

▼
食
事
料
金

　
朝
２
９
０
円
、

昼
４
２
０
円
、
夕
５
５
０
円

※
野
外
炊
飯
メ
ニ
ュ
ー
あ
り

▼
申
込
方
法

　
利
用
希
望
日
の

１
年
前
の
午
前
８
時
30
分
以
降

に
電
話
で
申
し
込
む

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　
茨

城
県
立
西
山
研
修
所

　
☎
０
２

９
４
¦
72
¦
０
３
５
９

　
常
陸

太
田
市
稲
木
町
１
６
９
９
‐
イ

�http://w
w

w
.nishiken.

gakusyu.ibk.ed.jp/

　道路は、生活の向上と経済の発展に欠く
ことのできない国民共有の、つまりあなた
の財産です。みんなが道路と親しみ、ふれ
あい、常に広く、美しく、安全に、共に楽
しく利用し、子孫に受け継いでいきましょう。

▼ �応募部門　小学生の部、中学生の部、
　一般の部 ※ 応募資格は小学生以上

▼ �応募方法　はがきまたは電子メールに「標
語、氏名、フリガナ、住所、電話番号、性別、
年齢、応募部門」を記入し、３月 31 日㈭
必着で応募する ※ 国土交通省ホームペー
ジの応募フォームからも応募可

▼応募・問合先　国土交通省道路局
　道路交通管理課　標語担当
　〒 100-8918　東京都千代田区霞が関 2-1-3
　☎ 03-5253-8111（内線 37423、37424）
　 dourohyogo23@mlit.go.jp

「道路ふれあい月間」標語「道路ふれあい月間」標語
平成23年度  平成23年度  

◇ご都合の日時にお伺いし見積り致します

㈱コスモ堂
☎（0297）20-6011

茨城県古書籍商組合会員
茨城県守谷市商工会会員

本、古雑誌、切手、SPレコード
古和服、古ポスター、店舗等の
不要備品や在庫品　高価買取

守谷市御所ケ丘
3-14-1 守谷ペット霊園 ℡：48-1934

創業(1973年)昭和48年

守谷出張所：守谷市中央2丁目8番地2 年中無休・24時間受付

●お引取り・首都圏ＯＫ
●火葬炉５基稼働中
●ペット墓地・納骨堂有り
●年１回　合同慰霊祭有り『多宝塔』『多宝塔』
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進
歌
」
と
明
記
）
※
疑
問
が
あ

る
場
合
、
宮
内
庁
式
部
職
宛
て

に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
書
き
、
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日

㈫
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
毎
日
通

学
で
き
な
い
方
で
も
学
べ
る
通

信
制
（
単
位
制
）
で
す
。
幅
広

い
年
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　
３
月
11
日

㈮
〜
24
日
㈭
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
※
書
類
選
考
▼
応
募
資

格
　
県
内
在
住
（
ま
た
は
県
内

在
勤
で
茨
城
県
の
隣
接
県
在

住
）
で
、
中
学
校
を
卒
業
（
見

込
み
含
む
）
し
た
方
▼
書
類
請

求
方
法

　
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・「
通
信
制

一
般
入
学
書
類
請
求
」
を
明
記

し
た
任
意
の
用
紙
と
返
信
用
切

手
１
４
０
円
分
を
郵
送
す
る

▼
書
類
請
求
・
問
合
先

茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

☎
０
２
９
¦
２
４
７
¦
４
２
８
４

〒
３
１
０
¦
０
８
０
４
水
戸
市

白
梅
２
¦
10
¦
10

　

http://
w
w
w
.m

itom
inam

i-h.ed.jp/

▼
お
題

　「
岸
」
※
海
岸
、
川

岸
の
よ
う
に
「
岸
」
の
文
字
が

入
っ
た
熟
語
の
使
用
可
▼
主
な

詠
進
要
領

　
お
題
を
読
み
込
ん

だ
自
作
未
発
表
の
短
歌
で
一
人

一
首
／
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半

分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
（
本
名
）、
ふ
り

が
な
、
生
年
月
日
、
職
業
（
元

職
）
を
書
く
／
記
載
事
項
は
全

て
毛
筆
・
縦
書
き
・
自
書
※
詳

細
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
（http://w

w
w
.kunaicho.

go.jp/

）
▼
注
意
事
項

　
次
の

場
合
に
は
失
格
①
お
題
を
詠
み

込
ん
で
い
な
い
・
短
歌
の
定
型

で
な
い
・
用
紙
が
縦
長
②
一
人

で
２
首
以
上
詠
進
し
た
・
毛
筆

で
な
い
③
詠
進
歌
が
既
に
発
表

さ
れ
た
短
歌
と
同
一
ま
た
は
著

し
く
類
似
し
て
い
る
④
詠
進
歌

を
歌
会
始
前
に
新
聞
等
の
出
版

物
や
年
賀
状
等
で
発
表
し
た
⑤

同
筆
と
認
め
ら
れ
る
全
て
の
詠

進
歌
⑥
記
載
事
項
の
記
入
漏
れ

や
詠
進
要
領
を
満
た
し
て
い
な

い
▼
詠
進
期
間

　
９
月
30
日
㈮

※
消
印
有
効

▼
郵
送
先

　
〒
１
０
０
¦
８
１

１
１

　
宮
内
庁
（
封
筒
に
「
詠

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

通
信
制
課
程
　
平
成
23
年
度

一
般
入
学（
新
入
学
）入
学
生

募　　集

◎
講
座
無
料
説
明
会

①
ア
ド
ビ
系（
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
・
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
）講
座

▽
日
時

　
４
月
２
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
※
２
時
間
程
度

②
医
療
事
務
講
座

▽
日
時

　
４
月
25
日
㈪
午
前
10

時
30
分
〜
※
１
時
間
程
度

③
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座

▽
日
時

　
４
月
25
日
㈪
午
後
２

時
〜
※
１
時
間
程
度

④
社
労
士
講
座

▽
日
時

　
６
月
７
日
㈫
午
後
７

時
〜
※
１
時
間
程
度

◎
講
座
体
験

⑤
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▽
日
時

　
４
月
９
日
㈯
午
前
10

時
30
分
〜
※
２
時
間
程
度
▽
花

材
費

　
２
０
０
０
円

▼
定
員��

各
講
座
先
着
20
人（
②

は
30
人
）
▼
申
込
方
法

　
電
話

で
講
座
名
を
伝
え
、
申
し
込
む

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先

　

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
さ
わ
や
か
ワ
ー
ク
の
だ
）

☎
04
¦
７
１
２
１
¦
１
１
８
４

千
葉
県
野
田
市
中
根
３
２
３
¦
３

平
成
24
年
歌
会
始

ウ
オ
ー
ク
日
本
１
８
０
０

常
総
市
大
会

募
　
　
集
 

　「
千
姫
ゆ
か
り
の
街
」「
歴
史

と
自
然
の
里
」
を
み
ん
な
で
一

緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
10
日
㈰
午

前
９
時
30
分
集
合
※
雨
天
決
行

▼
集
合
場
所

　
水
海
道
駅
南
口

▼
コ
ー
ス

　
水
海
道
駅
→
二
水

会
館
→
五
木
田
邸
レ
ン
ガ
蔵
→

豊
水
橋
→
安
養
寺
→
弘
経
寺
→

安
楽
寺
→
法
蔵
寺
→
水
海
道
有

料
道
路
→
水
海
道
駅
（
13
㎞
団

体
歩
行
）
※
ウ
オ
ー
ク
日
本
１

８
０
０
、
日
本
市
民
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
、
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー

ド
認
定
大
会
▼
定
員

　
１
５
０

人
▼
参
加
費

　
３
０
０
円
（
当

日
徴
収
）
※
小
・
中
学
生
無
料

▼
持
参
品

　
飲
料
、
昼
食
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
雨
具
な
ど

▼
後
援

　
茨
城
県
、
常
総
市

▼
申
込
方
法

　「
大
会
名
・
参

加
者
全
員
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
」
を

記
入
し
、
は
が
き
で
申
し
込
む

▼
申
込
締
切��

３
月
26
日
㈯
必
着

▼
申
込
・
問
合
先

　
茨
城
県
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
協
会（
山
元
一
郎
）

〒
３
０
０
¦
１
２
３
７

牛
久
市
田
宮
２
¦
24
¦
20

☎
０
２
９
¦
８
７
４
¦
７
１
９
５

野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

「
講
座
説
明
会
」

車の鈑金 塗装 車検

ソメヤバンキン ソメヤバンキン ソメヤバンキン
㈲染谷鈑金工業所 
守谷市本町 716 
TEL:48-0274  FAX:48-0825 

職人の技術で 

安く 早く きれいに 
お気軽にご相談下さい 代車無料サービス 

守谷郵便局〒 

バッティング 
センター 

シダックス 

セブンイレブン 

西友楽市 

● ● 

● 

● 

●

つくば国際大学   東風小学校
は る か ぜ

首 都 圏 型 私 立 小 学 校

☎0297‒44‒6771
（百合ヶ丘１丁目4808‒15）詳しくは

新１年生・２年生・３年生
願書受付中

はるかぜ小 検索
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し
か
し
、
番
組
で
サ
ン
プ
ル

に
さ
れ
た
企
業
で
も
、
残
業
は

規
制
で
き
て
も
、
早
朝
出
勤
や

取
引
先
で
仕
事
を
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

全
て
の
社
員
が
本
当
に
残
業
を

セ
ー
ブ
し
て
い
る
か
は
疑
問
の

残
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
は
い

え
、
週
末
以
外
は
子
ど
も
た
ち

と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
め
っ

た
に
な
い
よ
う
な
、
す
れ
違
い

の
家
庭
生
活
を
長
く
続
け
て
い

て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

家
族
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

◎	「
イ
ク
メ
ン
現
象
」
か
ら

　働
き
方
の
質
を
考
え
直
す

　
現
代
日
本
の
子
育
て
世
代
か

ら
生
ま
れ
て
き
た「
イ
ク
メ
ン
」

現
象
。
こ
れ
を
機
会
に
、
家
庭

や
職
場
で
働
き
方
の
質
を
考
え

直
す
必
要
や
価
値
は
あ
り
そ
う

で
す
。

《
参
考
》
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代「
イ
ク
メ
ン
で
行
こ
う
！
」

平
成
22
年
10
月
５
日
放
送

●	

こ
の
コ
ラ
ム
へ
の
ご
意
見
・

ご
感
想
は
…

kyoudou@

　	city.m
oriya.ibaraki.jp

　

前
回
（
１
月
10
日
号
）
紹
介

し
た
テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
は
、

残
業
を
規
制
し
て
も
仕
事
の
質

は
変
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
業
績
が

ア
ッ
プ
し
た
日
本
の
会
社
を
紹

介
し
て
い
ま
し
た
。

◎	

残
業
規
制
で
で
き
た
時
間
を

家
族
や
趣
味
の
時
間
に
…

　
番
組
で
は
、
残
業
規
制
で
で

き
た
時
間
を
、
各
社
員
が
家
族

と
の
だ
ん
ら
ん
・
地
域
と
の
関

わ
り
・
趣
味
な
ど
に
充
て
る
こ

と
で
、
私
生
活
の
充
実
を
図
れ

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

家
族
に
喜
ば
れ
た
り
、
今
ま
で

希
薄
だ
っ
た
地
域
と
の
絆
を
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
日

本
の
民
間
企
業
で
は
ま
れ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

先
進
国
で
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て

楽
し
く
夕
食
を
囲
ん
だ
り
、
趣

味
を
日
常
的
に
楽
し
ん
だ
り
す

る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
で

も
、
以
前
は
そ
う
い
う
時
代
が

あ
っ
た
の
で
す
が
…
。

　
皆
さ
ん
は
、
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ

ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
、
ヨ
ハ

ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ォ

ン
・
ゲ
ー
テ
、
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
シ
ラ
ー
、
ト
ー
マ
ス
・
マ

ン
等
の
ド
イ
ツ
の
偉
人
の
名
前

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
境
を
越
え

て
文
化
史
と
芸
術
史
に
影
響
を

与
え
た
前
出
の
人
た
ち
は
、
過

去
の
ド
イ
ツ
人
で
す
ね
。
で
は
、

現
在
ド
イ
ツ
が
誇
り
に
思
っ
て

い
る
文
化
界
の
人
は
、
誰
で

し
ょ
う
か
？

　
も
ち
ろ
ん
、
現

在
も
世
界
文
化
に
影
響
を
与
え

る
ド
イ
ツ
人
は
い
ま
す
。
例
え

ば
、
２
０
０
９
年
に
ノ
ー
ベ
ル

文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
の
ヘ

ル
タ
・
ミ
ュ
ラ
で
す
。
で
も
、

今
回
伝
え
た
い
話
は
、
現
在
の

ド
イ
ツ
映
画
に
つ
い
て
で
す
。

　
多
く
の
映
画
・
監
督
賞
を
受

け
た
「
ベ
ル
リ
ン
・
天
使
の
詩う

た

」

キ
ン
監
督
の
数
あ
る
映
画
の
中

で
、
世
界
で
一
番
有
名
な
の
は

「
愛
よ
り
強
く
」（
２
０
０
４
年
）

で
す
。
絶
対
に
見
な
が
ら
涙
が

出
る
と
思
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
急
に
ド
イ
ツ
映
画
は

復
活
し
た
の
か
。
そ
れ
は
、
ド

イ
ツ
の
歴
史
と
つ
な
が
り
が
あ

る
人
々
の
身
の
上
を
語
る
こ
と

を
通
し
て
、
い
じ
め
、
愛
、
先

行
き
へ
の
懸
念
等
の
普
遍
的
な

テ
ー
マ
に
触
れ
る
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ア
キ
ン

監
督
の
最
近
の
映
画「
ソ
ウ
ル
・

キ
ッ
チ
ン
」（
２
０
０
９
年
）は
、

悲
劇
的
な
内
容
を
コ
メ
デ
ィ
ー

風
に
語
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
ア
キ
ン
監
督
か
ら
移
民
者

が
多
い
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
町
へ
の

愛
の
告
白
な
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

映
画
を
観
て
、
慰
安
の
気
持
ち

で
ド
イ
ツ
を
知
ろ
う
！

世
界
の
家
庭
料
理
教
室

　
今
回
は
、
お
い
し
い
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
料
理
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時

　
４
月
12
日
㈫
午
前
10

時
～
▼
場
所

　
高
野
公
民
館

▼
対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
20
人
※
超
過
の
場
合
抽
選

▼
参
加
費

　
８
０
０
円
程
度

▼
申
込
期
限

　
４
月
１
日
㈮

▼
申
込
・
問
合
先

　
市
役
所
市

民
協
働
推
進
課

　
内
線
１
３
２

（
１
９
８
７
年
）を
作
っ
た
ヴ
ィ

ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ス
監
督
は
、

ミ
ュ
ラ
と
同
じ
戦
後
時
代
の
ド

イ
ツ
人
で
す
。
70
・
80
年
代
の

ド
イ
ツ
映
画
は
、
ラ
イ
ナ
ー
・

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
フ
ァ
ス
ビ
ン

ダ
ー
監
督
を
代
表
と
し
て
、
わ

か
り
に
く
い
「
文
芸
映
画
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。

　
し
か
し
、
ト
ム
・
テ
ィ
ク

ヴ
ァ
監
督
の
「
ラ
ン
・
ロ
ー
ラ
・

ラ
ン
」（
１
９
９
８
年
）
を
筆

頭
に
、
世
界
中
の
人
々
が
映
画

の
内
容
を
時
代
の
せ
わ
し
な
さ

の
メ
タ
フ
ァ
ー
だ
と
感
じ
た
よ

う
で
、
ド
イ
ツ
映
画
は
国
際
的

な
成
功
を
収
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
以
降
、
ド
イ
ツ
映
画

は
だ
ん
だ
ん
評
価
を
得
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
賞
を
受

賞
し
た
「
グ
ッ
バ
イ
、
レ
ー
ニ

ン
！
」
と
「
善
き
人
の
た
め
の

ソ
ナ
タ
」
を
代
表
に
、
統
一
ド

イ
ツ
社
会
と
そ
の
社
会
問
題
を

テ
ー
マ
と
す
る
若
い
ド
イ
ツ
人

監
督
の
作
品
は
、
世
界
中
で
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
生
ま

れ
た
ト
ル
コ
系
の
フ
ァ
テ
ィ
・

ア
キ
ン
監
督
は
、
60
・
70
年
代

か
ら
ド
イ
ツ
に
移
民
し
た
ト
ル

コ
人
の
身
の
上
を
語
る
映
画
を

作
り
ま
す
。
私
が
大
好
き
な
ア

男
女
共
同
参
画
コ
ラ
ム

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て

ドイツ映画って？

（
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

育
児
休
業
の
現
実
（
下
）

MORIY
A

滞在記
MORI

YA

滞在記

国際交流員

ブリタさんの
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な
悩
み
を
抱
え
て
ひ
と
り
で
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
の

支
え
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
資
格

　
①
い
の
ち
の
電

話
の
主
旨
に
賛
同
し
、
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
②
23
〜
62
歳
の
方
（
学
歴
・

職
業
・
経
験
不
問
）
▼
募
集
人

数
　
40
人
程
度
▼
研
修

　
６
月

〜
平
成
25
年
３
月
・
つ
く
ば
市

周
辺
※
講
義
・
グ
ル
ー
プ
学
習
・

実
習
な
ど
▼
応
募
期
間

　
４
月

１
日
㈮
〜
５
月
10
日
㈫

▼
問
合
先

　
社
会
福
祉
法
人
茨

城
い
の
ち
の
電
話

　
事
務
局

　

☎
０
２
９
¦
８
５
２
¦
８
５
０
５

◦�

イ
ー
ア
ス
つ
く
ば

　
４
月
17

日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

（
シ
ニ
ア
）、
午
後
４
時
30
分

〜
７
時
（
協
力
隊
）

※
い
ず
れ
も
参
加
無
料
、
申
込

不
要
、
途
中
入
退
室
自
由

▼
問
合
先

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波

　

☎
０
２
９
¦
８
３
８
¦
１
７
７
４

　
あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ

さ
い
。
多
く
の
方
が
さ
ま
ざ
ま

▼
対
象

　
①
20
〜
39
歳
②
40
〜

69
歳
▼
応
募
期
間

　
４
月
１
日

㈮
〜
５
月
16
日
㈪

◎
説
明
会

◦�

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑
波

　
４
月
２
日

㈯
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
（
シ
ニ
ア
）、
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
（
協
力
隊
）

　
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
国

づ
く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
内
容

　
①
青
年
海
外
協
力
隊

②
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募集・お知らせ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

茨
城
い
の
ち
の
電
話
　
あ
な
た

も
相
談
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　県では、自殺防止のため、３月を自殺防止月間
として、街頭キャンペーンや自殺対策シンポジウ
ムを行います。みんなで自殺を防ぎましょう。

▼期　間　３月１日〜 31 日

▼問合先　県保健福祉部　障害福祉課
　　　　　☎ 029-301-3368

３月は茨城県自殺防止月間

未
来
の
自
分
を
守
る
た
め
…

N
O

 to drugs

市のごみ排出量・資源物回収量

種類 排出量・回収量 昨年同月 １人１日当たり

ご

　み

可 燃 1,018.49 ｔ
（▲ 92.15 ｔ） 955.10 ｔ 526 ｇ

（▲�48 ｇ）

不 燃 219.49 ｔ
（▲ 27.94 ｔ） 206.10 ｔ 113 ｇ

（▲�15 ｇ）

粗 大 76.50 ｔ
（▲ 14.53 ｔ） 46.19 ｔ 39 ｇ

（▲���8 ｇ）

資

　源

　物

新 聞 9.92 ｔ
（▲��3.49 ｔ） 11.20 ｔ 5 ｇ

（▲���2 ｇ）

雑 誌 62.29 ｔ
（▲��1.34 ｔ） 53.36 ｔ 32 ｇ

（▲���1 ｇ）
ダ ン
ボール

41.29 ｔ
（＋��1.70 ｔ） 43.95 ｔ 21 ｇ

（＋���1 ｇ）
古 着・
布類

15.47 ｔ
（▲��2.55 ｔ） 11.63 ｔ 8 ｇ

（▲���1 ｇ）

缶 17.12 ｔ
（▲��0.64 ｔ） 16.10 ｔ 9 ｇ

（±���0 ｇ）

ビ ン 45.44 ｔ
（＋��8.57 ｔ） 44.39 ｔ 23 ｇ

（＋���4 ｇ）

◇�ごみの排出量について、前月と比較すると全体的
に減っていますが、昨年同月と比較すると可燃・
不燃・粗大のいずれも増加しています。分別の徹
底や生ごみの水切り、リサイクルによるごみ減量
に引き続き皆さんのご協力をお願いします。

※（　）は前月比　※ １月 25 日現在人口　62,481 人
※排出量とは常総環境センターへ搬入されたごみ量を示す

１月

国
金
民

年

　
平
成
23
年
度
（
４
月
〜
平
成

24
年
３
月
分
）
の
国
民
年
金
保

険
料
は
、
平
成
22
年
度
と
比
較

し
て
80
円
安
く
な
り
ま
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
を

      

現
金
で
納
付
さ
れ
る
方
へ

●
お
得
な
前
納
制
度
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
そ
の
年
度
の
１
年
度
分
（
４

月
〜
翌
年
３
月
分
）
や
６
か
月

分
（
４
月
〜
９
月
分
、
10
月
〜

翌
年
３
月
分
）
の
国
民
年
金
保

険
料
を
事
前
に
ま
と
め
て
納
め

る
前
納
は
、
保
険
料
が
割
引
に

な
り
お
得
で
す
。
４
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

る
納
付
書
で
納
付
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

希
望
す
る
月
分
か
ら
も
前
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
土
浦
年
金
事
務
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
前
納
に
よ
る
平
成
23
年
度
の

　
国
民
年
金
保
険
料

◇
１
年
度
分
を
前
納
す
る
場
合

　
保
険
料

　
17
万
７
０
４
０
円

　
割
引
額

　
３
２
０
０
円

◇
６
か
月
分
を
前
納
す
る
場
合

　
保
険
料

　
８
万
９
３
９
０
円

　
割
引
額

　
７
３
０
円

●
問
合
先

◦
土
浦
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
９
¦
８
２
４
¦
７
１
２
１

◦
市
役
所
国
保
年
金
課
　
保
険
年
金
Ｇ

　
内
線
１
０
５
・
１
０
６

◎
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w
.nenkin.go.jp/

平
成
23
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
額

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
　
１
万
５
０
２
０
円

（
年
間
納
付
額
　
18
万
２
４
０
円
）
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◎守谷中学校美術部ロッカールーム展

▽会　期　３月 15 日㈫〜 21 日（月・祝）

▽時　間　11 : 00 〜 18 : 00（最終日は 15 : 00 まで）

▽会　場　アーカススタジオ　ロッカールーム

▽入場料　無料
　石
いしつか
塚つばささんのスタジオプログラムの成果

　今年度のアーカスプロジェクトのスタジオプロ
グラムに参加したアーティストの石塚つばささん

（市内在住）が、東京で開催されている展覧会に
参加しています。テーマは「郊外」。「世界中で郊
外的な光景が広がり続ける現状を、肯定的に捉え
直す試みに挑戦しています」と石塚さんは説明し
ています。昨年のオープンスタジオで公開してい
た制作プロセスを経て、どのような作品が完成し
たのでしょうか？　また、石塚さんが主演を務め
る映像作品（展覧会で上映予定）をロッカールー
ムでも上映します。ぜひ、ご覧ください。
◎「新景カサネガフチ」上映会（監督：佐

さ さ き
々木友

ゆうすけ
輔）

▽日　時　３月 23 日㈬ 17 : 00〜※上映時間 67 分

▽会　場　アーカススタジオ　ロッカールーム

▽入場料　無料
◎第5回展覧会企画公募
　floating	view	" 郊外 " からうまれるアート

▽会　期　３月 27 日㈰まで

▽時　間　11 : 00 〜 19 : 00（最終入場は18 : 30まで）

▽会　場　トーキョーワンダーサイト本郷
　　　　　（東京都文京区本郷 2-4-16）

▽入場料　無料

▽休館日　月曜日（祝日の場合は翌火曜日）

▽主　催　公益財団法人東京都歴史文化財団
トーキョーワンダーサイト

　今年度からアーカスプロジェクトは、もりや学
びの里を利用するサークル、アーティスト、サポー
ターの交流を図りながら活動を発信する企画とし
て「もりや学びの里フェスティバル（まなＦＥＳ）」
プロジェクトをスタートしました。サークルもサ
ポーターも、アーティスト同様に自身の活動に熱
心に取り組み、発信意欲がある点は共通しています。
　そこで、まずは「お互いを知る」ことを第一の
目的として、それぞれの活動を同時に公開する機
会を昨年 11 月に設けました（全てのサークル活
動ではありません）。この実施以来、来場者や日
本人アーティストから「サークルと交流しながら
陶芸を体験したい」といった声などがアーカスに
届いています。
　現在、アーカスでは「まなＦＥＳ」を継続し、
さらに盛り上げていくために、ロゴマークやキャ
ラクター「まな民

みん
」を制作しています。今までと

違う視点でもっと「もりや学びの里」を楽しくし
て、あふれる活力を来場者や利用者全員で共有し
ていきたいと考えています。
守谷中学校美術部がロッカールームで作品を発表！
　守谷中学校美術部の１・２年生による展覧会を
アーカススタジオ内のロッカールームで実施しま
す。美術部顧問の荒

あら
井
い
弘
ひろ

勝
かつ

先生は、「オープンス
タジオの見学や第 57 回ヒビノホスピタル（守谷
中学校統合 50 周年記念事業との共催）など、アー
カスでのアート体験に刺激を受け、生徒たちの視
野や表現の方法が幅広くなりました」と話してい
ます。ロッカールームの特徴を取り入れた意欲的
な展覧会を、ぜひ見に来てください。

アーカスは地域との交流を深めていきます！
●問合先　アーカススタジオ（10:00～18:00)	守谷市板戸井2418　もりや学びの里内
　　　　　☎	 46－2600	 	 	 （モコバス白寿荘・板戸井ルート「守谷高校前」下車）
　　　　　 arcus@arcus-project.com　 http://www.arcus-project.com/

▲守谷中美術部１年生半
はんだ

田彩
さ え

笑さんの作品「物忘れ」

「おやこで楽しむアート2011（３月の回）」
　毎月１回の未就学児と保護者の方を対象とし
た人気ワークショップを開催予定です。
○日時　３月 18 日㈮　10：30 〜 11：30
○会場　もりや学びの里　和室２
○参加費　子ども１人　300 円（材料代）
○アーティスト　稲

いながき
垣立

た つ お
男

※	当日受付／ただし、希望者が多い場合、参加を
お断りすることあり（前日までの予約を推奨）

  予  予約受付開始日　10:00 ～　広場：夢っ子・ねっこ／子育てサークル支援：夢っ子（☎ 48-8804）
  ね  ねっこ（まつやま保育園　☎ 45-8828） 　保 保健センター（☎ 48-6000）
　親子活動　9:30 ～　★要予約
　室内開放　（月～金曜日）　9:00 ～
  夢  地域子育て支援センター・夢っ子（☎ 45-2462）
　の　夢っ子ひろばのぎさき（地域子育て支援センター）9:30 ～ 15:30
　ほ　夢っ子ひろばほくえん（北園保育所集会室）10:00 ～ 15:00
　み　夢っ子ひろばみずきの（郷州小学校）10:00 ～ 15:00
　お　夢っ子ひろばおおがしわ（大柏生活改善センター）10:00 ～ 15:00
　中　出前広場中央（中央公民館１階和室）10:00 ～ 14:00
　北　出前広場北守谷（北守谷公民館ホール）10:00 ～ 14:00
　ま　出前広場まなび（もりや学びの里地域活動室）10:00 ～ 12:00
　低　低年齢の広場〔1 歳の誕生日まで〕
          （のぎさき／ほくえん／みずきの）12:00 まで
 ■北守谷児童センター「キ・ターレ」（☎ 45-2278）10:00 ～ 17:00
 　 http://www.moriya-koryuplaza.jp/index.php?id=4
■南守谷児童センター「ミ・ナーデ」（☎ 21-1224）10:00 ～ 17:00
　 http://members3.jcom.home.ne.jp/minaade/

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3

4
夢 の・ほ 12 時まで・中

5
夢 の

6
夢 の・ほ・お

7
夢 ほ・お・ま

8 予 子育てサークル支援
夢 の 12 時～・ほ・
　 低の

9 10

11
夢 の・ほ

12
夢 の

13
夢 の・ほ・お

14
夢 ほ・お・ま

15 
夢 の・ほ 12 時～・

　 低ほ

16 17

18
夢 の・ほ

19

夢 の・み 
20
夢 の・ほ・み・お

21
夢 ほ・み・お・ま

22 予 広場 5 月分
  　（夢っ子・ねっこ）
夢 の・ほ・
　 み 12 時～・低み

23 24

25 保 育児健康相談会
夢 の・ほ・北
ね 親子活動０～３歳★

26
夢 の・み

27
夢 の・ほ・み・お

  （全ひろば 12 時まで）

28
夢 ほ・み・お・ま

29

昭和の日

30
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■虐待相談通報窓口　市役所児童福祉課　月～金曜日　8：30 ～ 17：15　☎ 45-1111　内線 157
■家庭児童相談室　　市民交流プラザ内　月～金曜日　8：30 ～ 17：00　☎ 45-2314
　＊子どもの言葉・発達・成長などさまざまな相談に応じます。
　＊出張相談…南守谷児童センター　10：00 ～ 11：30　４月 8 日㈮・21 日㈭
■育児相談　※電子メールでの相談も行っています（アドレスは『お便り』やホームページ等に掲載）

地域子育て
支援センター・夢っ子 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 45-2462 土塔中央保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-1876

北園保育所 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-4897
ねっこ

まつやま保育園 月～金曜日　8:30 ～ 16:00　☎ 45-8828 保健センター 月～金曜日　8:30 ～ 17:15　☎ 48-6000

子育て支 援 情 報

ウェブ版 http://www.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/
携帯版 http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/kosodate/4 月の子育てカレンダー

・地域子育て支援センター　9:30～ 16:00
・まつやま保育園　　　　　9:00～ 16:00
・わかばのもり保育園　　　9:00～ 16:00

（
月
～
金
）

園
庭
開
放

▷�予定は変更される場合
があります。
▷�詳細は各事業所へお問
い合わせください。
▷�子育て情報は、支援セ
ンター発行の『お便り』
（各広場や市役所・公民
館などで入手）や、ホー
ムページで見ることが
できます。
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（
二
月
例
会
）

山
ゆ
り
俳
壇

裸は
だ
か

木ぎ

に
空そ

ら

の
青あ

お

さ
の
お
よ
び
を
り	
井
田

　
春
江

煩ぼ
ん
の
う悩

と
共と

も

に
聞き

き
い
る
除じ

ょ
や夜

の
鐘か

ね	
市
原

　
直
文

真ま
っ
さ
お青

な
柄ひ

し
ゃ
く杓

構か
ま

え
て
初は

つ

稽げ
い
こ古	

内
田
百
合
子

ろ
う
梅ば

い

の
香か

お

り
こ
ぼ
れ
る
垣か

き
ね根

越ご

し	

岡
本

　
通
子

踏ふ

ま
れ
行ゆ

く
草く

さ

の
彩あ

や

に
も
春は

る
ひ日

満み

つ	

小
原

　
末
子

人ひ
と

の
世よ

の
万ば

ん
ぶ
つ物

流る
て
ん転

初は
つ
だ
よ
り便	

君
塚

　
弘
樹

大お
お

利と

ね根
の
彼か

な
た方

に
昇の

ぼ

る
初は

つ
ひ日

の
出で	

栗
原
謙
一
郎

新あ
ら

た
な
る
余よ

せ
い生

を
刻き

ざ

む
初は

つ

散さ
ん
ぽ歩	

小
林

　
洋
正

楪ゆ
ず
り
はの

紅べ
に

の
葉

よ
う
み
ゃ
く脈

父ふ

ぼ母
は
な
し	

齋
藤

　
和
子

縫ぬ
い

初ぞ
め

の
糸い

と

通と
お

し
器き

に
有あ

る
不ふ

し

ぎ
思
議	

下
村
ア
サ
子

誰だ
れ

も
居い

ぬ
仏ぶ

つ
だ
ん壇

の
あ
る
冬ふ

ゆ

座ざ
し
き敷	

鈴
木

　
史
子

杜と

甫ほ

の
詩し

を
書か

か
む
と
古こ

き希
の
筆ふ

で

初は
じ

め	

高
瀬

　
博
司

み
ち
の
べ
に
落お

ち
て
華は

な

や
ぐ
寒

か
ん
つ
ば
き椿	

田
島
喜
代
四

節せ
つ
ぶ
ん分

や
口く

ち
べ
た

下
手
句く

下べ

た手
生い

き
下べ

た手
で	

田
中
政
太
郎

子こ

離ば
な

れ
の
出で

き来
ぬ
夫ふ

う
ふ婦

の
隙す

き
ま間

風か
ぜ	

永
田

　
　
弘

空か
ら

っ
風か

ぜ

宵よ
い

の
明

み
ょ
う
じ
ょ
う星

浮う

き
た
て
る	

中
村

　
信
一

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
が
て
ま
ぶ
し
き
初

は
つ
あ
か
ね茜	

福
田
一
六
四

年と
し

新あ
ら

た
余よ

せ
い生

は
い
つ
も
ア
ン
ダ
ン
テ	

福
永

　
滋
子

公民館・もりや学びの里利用のご案内

項  目 内　　　　　容 項  目 内　　　　　容

開館時間

午前９時～午後９時（公民館は、午後５
時以降使用予定のない日は午後５時 15 分
閉館。学びの里は、午後７時以降使用予
定のない日は午後７時閉館）

公 民 館
図 書 室
開室時間

午前９時 30 分～午後４時 30 分

休 館 日

公民館は、毎月第３月曜日。学びの里は、
毎週月曜日（月曜日が祝日にあたる場合
は開館し、翌日を休館日とします）。両館
とも年末年始（12 月 29 日から 1 月 3 日）。
そのほか臨時休館する場合があります

公 民 館
図 書 室
休 室 日

毎週月曜日（月曜日が祝日にあたる場合
は開室し、翌日が休室 ※ 第 3 月曜日を
除く）、毎月末日（月末日が土・日曜日に
あたる場合は直前の金曜日）、資料整理期
間

使用許可
申請受付

公民館各部屋…使用日の２か月前から当
日まで ※ 午後５時以降のご利用は、２日
前（土・日曜日、祝日、休館日にあたる
場合は、直前の業務日）までに使用許可
を受けてください
中央公民館ホール…市内団体は使用日の
４か月前からできますので、申請はお早
めにお願いします
学びの里各部屋…使用日の２か月前から
で、当日受付は平日のみ。土・日曜日、
祝日及び午後７時以降のご利用は３日前、
宿泊でのご利用は５日前までに使用許可
を受けてください

使 用 料
免除制度

社会教育関係団体（青少年育成 ･ 成人 ･
女性 ･ 高齢者団体）、社会福祉関係団体及
びこれらに類する団体に対し、使用料を
免除する制度があります。
この制度を利用される場合は、使用申請
と同時に免除申請書も提出してください。
ただし、該当団体であっても、使用目的
によっては免除できない場合もあります
ので、必ず事前にご相談ください

● 郷州・高野・北守谷公民館では、月曜日から金曜日
の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで諸証明の発
行を行っています（第 3 月曜日及び祝日は除く）

※中央公民館　☎ 48-6731　仮予約専用 48-6732 ※郷州公民館　☎ 48-6711　仮予約専用 48-6724
※高野公民館　☎ 45-5411　仮予約専用 45-5419 ※北守谷公民館　☎ 47-0111　仮予約専用 48-2606
　　注）各公民館の電話による仮予約は、登録団体のみ可能
※もりや学びの里　☎ 48-0525（利用受付：市役所市民協働推進課☎ 45-1111　内線 139）
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◎
初
心
者
の
た
め
の
気
功
教
室

▼
時
間

　
午
前
10
時
〜
11
時

◎
入
門
太
極
拳

▼
時
間

　
午
前
11
時
〜
正
午

◎
ス
ト
レ
ッ
チ
ボ
ー
ル
体
操

▼
時
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

（
以
下
３
教
室
共
通
）
▼
開
催

日
　
毎
週
火
曜
日
▼
開
催
期
間

４
月
５
日
㈫
〜
９
月
27
日
㈫

▼
会
場

　
も
り
や
学
び
の
里
地

域
活
動
室
▼
対
象

　
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
先
着
20
人

▼
申
込
・
問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
守

谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

48

¦
８
３
１
９

　

npo.m
oriya.

fam
ily_club@

ezw
eb.ne.jp

ホ
ー
ル

　
▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
込
・
問
合
先

　
中
尾
☎
48

¦
２
２
７
５

◎�

和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル

「
四
季
彩
」

▼
内
容

　
ち
ぎ
り
絵
入
門
▼
日

時
　
４
月
21
日
㈭
、
５
月
19
日

㈭
（
全
２
回
）
午
前
９
時
〜
正

午
▼
会
場

　
高
野
公
民
館
集
会

室
１
▼
参
加
費

　
２
０
０
円（
材

料
代
）

▼
申
込
・
問
合
先

　
吉
田
☎
48

¦
２
７
９
３

　
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
な
30
人
の

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
演
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い

▼
日
時

　
３
月
27
日
㈰
午
後
１

時
／
４
時
▼
会
場

　
取
手
市
民

会
館

　
▼
入
場
料

　
前
売
り

１
２
０
０
円
、
当
日
１
５
０
０

円
※
全
席
自
由
▼
後
援

　
市
教

育
委
員
会
ほ
か

▼
申
込
先

　
古
賀
☎
48
¦
６
１

０
９

　
守
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル

m
oriya.km

.2006@
gm

ail.com

　
取
手
市
民
会
館

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
☎
０
２
９
７
¦

73
¦
３
２
５
１

間
▼
参
加
費

　
無
料
▼
申
し
込

み
　
不
要

▼
問
合
先

　
渡
邉
☎
48
¦
８
１

７
４

◎
メ
ロ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ド

▼
内
容

　
リ
ト
ミ
ッ
ク
▼
日
時

４
月
19
日
㈫
午
後
１
時
〜
２
時

▼
会
場

　
郷
州
公
民
館
美
術
工

芸
室
▼
募
集
人
数

　
13
人
▼
参

加
費

　
無
料
▼
持
参
品

　
ク
レ

ヨ
ン
、
は
さ
み
、
の
り
▼
申
込

方
法

　
４
月
18
日
㈪
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
石
山
☎
45

¦
５
３
４
８

◎
箏こ

と

さ
く
ら
の
会

▼
内
容

　
筝
入
門
▼
日
時

　
４

月
12
日
㈫
・
26
日
㈫
（
全
２
回
）

午
後
６
時
〜
９
時
▼
会
場

　
高

野
公
民
館
集
会
室
１
▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
・
問
合
先

　
櫻
井
☎
45

¦
８
３
３
０

◎
リ
ナ
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▼
内
容

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
入
門

▼
日
時

　
４
月
13
日
㈬
・
27
日

㈬
、５
月
11
日
㈬
･
25
日
㈬（
全

４
回
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
会
場

　
高
野
公
民
館
多
目
的

い
靴
下
▼
申
込
方
法

　
４
月
10

日
㈰
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
福
田
☎
48

¦
６
８
９
４

◎
書
道
ク
ラ
ブ

▼
内
容

　
書
道
入
門
▼
日
時

　

５
月
６
日
㈮
・
13
日
㈮
（
全
２

回
）
午
後
１
時
〜
３
時
▼
会
場

中
央
公
民
館
２
階
和
室
▼
募
集

人
数

　
10
人
▼
参
加
費

　
無
料

▼
申
込
方
法

　
４
月
25
日
㈪
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

▼
申
込
・
問
合
先

　
室
井
☎
46

¦
２
７
６
４

◎
松し

ょ
う
て
ん篆
研
究
会

▼
内
容

　
印
づ
く
り（
氏
名
印
、

雅
号
印
等
）
▼
日
時

　
４
月
９

日
㈯
、
５
月
14
日
㈯
、
７
月
９

日
㈯
（
全
３
回
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
▼
会
場

　
中
央
公
民

館
美
術
室
▼
参
加
費

　
５
０
０

円
（
材
料
代
）
▼
申
し
込
み

　

不
要

▼
問
合
先

　
羽
富
☎
48
¦
１
７

１
５

◎
悠ゆ

う
え
ん縁

▼
内
容

　
楊
名
時
太
極
拳
練
習

▼
日
時

　
４
月
７
日
㈭
・
14
日

㈭
（
全
２
回
）
午
後
７
時
〜
９

時
▼
会
場

　
中
央
公
民
館
大
広

　
春
は
躍
動
の
季
節
で
す
。
生

き
生
き
と
し
た
野
辺
の
花
や
野

鳥
な
ど
を
観
察
し
ま
し
ょ
う

▼
日
時

　
４
月
９
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午
※
雨
天
の
場
合
、
４

月
16
日
㈯
に
延
期

　
▼
集
合
場

所
　
浅
間
神
社
下
（
高
野
根
切

地
区
）
▼
観
察
場
所

　
浅
間
神

社
及
び
羽
中
川
周
辺
▼
内
容

春
の
植
物
、
昆
虫
、
野
鳥
観
察

▼
指
導
者

　
五ご

き

た

木
田
悦え

つ
ろ
う郎

氏

（
元
守
谷
自
然
調
査
会
団
長
）

ほ
か
▼
持
参
品

　
筆
記
用
具（
双

眼
鏡
、
ル
ー
ペ
、
図
鑑
な
ど
も

あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）▼
申

し
込
み

　
不
要

▼
問
合
先

　
市
役
所
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
Ｇ

　
内
線
２
７
７

◎
煎
茶
サ
ー
ク
ル

▼
内
容

　
お
茶
会
の
体
験
▼
日

時
　
４
月
12
日
㈫
、
７
月
12
日

㈫
（
全
２
回
）
午
前
10
時
〜
正

午
▼
会
場

　
中
央
公
民
館
２
階

和
室
▼
募
集
人
数

　
10
人
▼
参

加
費

　
５
０
０
円
（
茶
・
菓
子

代
）
▼
持
参
品
等

　
懐
紙
、
白

春
の
自
然
観
察
会

中
央
公
民
館

　「
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

郷
州
公
民
館

　「
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

高
野
公
民
館

　「
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
守
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ

守
谷
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

５
周
年
記
念
公
演

　「
ピ
エ
ロ
人
形
の
詩う
た

」

　
２
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
に

開
催
さ
れ
、
多
彩
な
催
し
で

終
日
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

高
野
公
民
館
ま
つ
り
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　今回は、2007 年に創作した朗読劇『ワタシの居場所』を新バー
ジョンでお送りします。「ある家庭－さまざまな背景を背負った
不安定な居場所」を設定し、その中で、それぞれが居場所につ
いて考える朗読劇です。私たちが皮肉をきかせてユーモアたっ
ぷりと登場人物になりきって演じますので、お楽しみに ‼
　もう１本は、昨年話題となった『弁当男子』をテーマにした
短い朗読劇を用意しています。
　気軽に参加して、セリフをひとこと、体験してみませんか？

▶場　　　所　�市民活動支援センター会議
室

▶主　　　催　サークル虹
▶参　加　費　無料
▶申込・問合先　赤井　☎ �45-5358
　※当日に直接会場での申し込みも可

団体名 / 期間 対象者 開催（曜）日／時間 備　　考 問合先

パソボラ・守谷
４月～９月

初心者
（ 多 数 の サ ポ ー
ターが懇切丁寧に
支援します）

基本は毎月
第１・２日曜日

13：00 ～ 15：00
XP、Office2003
※ノートパソコン持込可 大川

☎ 48-7175基本は毎月
第１・２日曜日

15：15 ～ 17：15
Vista/7、Office2007/2010
※ノートパソコン持込のみ

IT サポート守谷
４月～

平成 24 年３月

初級
（ある程度操作は
できるが基礎から
学びたい方）

月２回　水／日曜日
10：30 ～ 12：30

・前半１時間　ワード
・後半１時間　エクセル
※重複受講可
※ノートパソコン持込可

市村
☎ 45-3877月２回　水曜日

14：30 ～ 16：30

パソコン講習会開催！
□会　　場　市民活動支援センター　会議室
□定　　員　各９人（超過の場合、後日団体から連絡）
□パソコン　講習会場設置のノートパソコンはウインドウズＸＰマシンです。
□受 講 料　月額 1,000 円
＊詳細等については、各団体にお問い合わせください。�

□申込方法　�市民活動支援センターで配布している各団体の申込用紙に記入し、３月 24 日㈭までに、
センター内の各団体宛てメールボックスに投

とうかん
函してください。

４月９日（土）
10:30～11:45

４月９日（土）
10:30～11:45

朗読劇　～サークル虹～
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としょかんへいこう！
３月の児童テーマ棚「こんにちは　さようなら」

◆資料の検索はホームページから（パスワードを登録すると、予約・貸出状況の照会や予約申込もできます）
　パソコン　http：//www.lib.moriya.ibaraki.jp/　携帯電話　https：//mobile.lib.moriya.ibaraki.jp/

新しく入ったＣＤ

新しく入った本

引越しをされる方へ おはなし会においでよ！

3・4月
休 館 日

 毎週月曜日　※３/21（月・祝）は中央図書館のみ開館、各公民館図書室は休室
 ３/22 ㈫・31 ㈭、４/28 ㈭

開館時間 中央図書館　　　午前 10 時～午後６時　※ 木曜日は午後１時～６時
 各公民館図書室　午前９時 30 分～午後４時 30 分

　３月は引っ越しの季節。住所が変わった方は、
利用カードと新しい住所が確認できるものをお持
ちのうえ、変更届を提出してください。
　なお、図書館の利用カードを作ることができる
のは、市内に在住・在勤・在学されている方です。
転居や転職・卒業などの
理由で利用資格がなく
なった場合は、利用カー
ドの返却をお願いします。
　また、資料の返し忘れ
にもご注意ください。
　詳しくは職員までお問
い合わせください。

タイトル 請求記号
ブラームス：交響曲全集 Ｃ１　ﾌﾞﾗﾑ
展覧会の絵／辻井伸行 Ｃ４　ﾂｼﾞｲ
大全集／ちあきなおみ Ｆ 11　ﾁｱｷ

「マイケル・ジャクソン　ディス・イズ・イット」／マイケル・ジャクソン Ｇ 10　ﾏｲｹ
詩吟　ベスト Ｚ１　ｼｷﾞﾝ

詳しくは、各館備え付けの新着リストをご覧ください。図書館のホームページからもご覧になれます。

書　　名 著者名 出版社 所蔵館 請求記号 ジャンル
ユング名言集 ユング PHP 研究所 図 146.1 ﾕ 心理学
悩みも苦しみもメッタ斬り ! 美輪明宏 家の光協会 高 159 ﾐ 身上相談
有機農家に教わるもっとおいしい野菜のつくり方 林重孝 家の光協会 図 626.9 ﾊ 家庭菜園
るるぶ高尾山　［2011］ — JTB パブリッシング 郷 291.3 ﾙ 旅行
はじめての子どもヘアカット — PHP 研究所 図 595 ﾊ 髪型
所蔵館の説明　　図：図書館　高：高野公民館　郷：郷州公民館

日時：�３/11 ㈮・12 ㈯・16 ㈬・25 ㈮、29 ㈫
　　　４/５㈫・８㈮・９㈯・20 ㈬・22 ㈮・29（金・祝）
　　　午前11時～　※４/29（金・祝）のみ午後３時～
　　　※ ３/25 ㈮と４/22（金）は、「おひざでだっ

こおはなし会（赤ちゃん向け）」 
会場：�中央図書館　１階　おはなしのへや
　　　※ おひざでだっこおはなし会は、３階 視聴覚室

★今年度おはなし会に参加された方へ★
３月下旬には毎年恒例のプレゼント企画がありま
す。詳しくは、館内掲示や図書館のホームページ
をご覧ください。



19 広報もりや2011.3.10

　
ひ
が
し
野
町
内
会
で
は
、
小

正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
あ

わ
ん
と
り
（
ど
ん
と
焼
き
）」

を
１
月
16
日
㈰
に
行
い
ま
し

た
。「
あ
わ
ん
と
り
」
は
、
正

月
の
お
飾
り
や
神
社
の
お
札
を

焼
く
行
事
で
す
が
、
最
近
で
は

市
内
外
と
も
に
ご
く
わ
ず
か
に

し
か
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
豊
作
や
健
康
を

祈
っ
て
、
昔
か
ら
続
け
ら
れ
て

き
た
季
節
の
風
物
詩
を
子
ど
も

た
ち
の
世
代
に
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
で
、
計
画
し
ま
し
た
。

　
昔
か
ら
地
元
に
住
ん
で
い
た

方
々
の
協
力
に
よ
り
、
ど
ん
と

の
や
ぐ
ら
は
竹
や
萱か

や

で
高
く
組

み
上
げ
、
そ
の
中
に
正
月
飾
り

や
お
札
を
入
れ
て
火
を
付
け
ま

　平成 22 年春の叙勲で７人の方が、秋の叙勲で５人の方がそれぞれの功績をたたえられ、叙勲の
栄誉に輝きました。おめでとうございます。

し
た
。
折
か
ら
の
風
で
大
き
な

炎
が
上
が
る
と
、
皆
さ
ん
か
ら

感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
日
朝
に
つ
い
た
餅
で
、
こ

れ
も
伝
統
で
あ
る「
も
ち
焼
き
」

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅

か
ら
自
作
の
餅
花
（
紅
白
の
餅

を
枝
に
刺
し
た
も
の
）
を
持
参

し
た
方
も
い
ま
し
た
。
お
神
酒

や
と
ん
汁
の
振
る
舞
い
、
コ
マ

回
し
、
お
手
玉
な
ど
も
皆
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
周
辺
町
内
会
・
自

治
会
、
守
谷
市
消
防
団
第
一
分

団
の
協
力
も
あ
り
、
盛
大
な
行

事
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降

も
こ
の
行
事
を
続
け
、
皆
さ
ん

の
冬
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な

れ
ば
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

叙 勲 受 章 者 紹 介平成 22 年 春・秋

ひ
が
し
野
町
内
会
が

「
あ
わ
ん
と
り
（
ど
ん
と
焼
き
）
」
を
復
活
!!

※左上から右に春受賞者五十音順、秋受賞者五十音順で掲載

◆瑞宝中綬章
通産行政事務功労

　栗
くりた

田良
よしはる

春さん
　（みずき野）
元工業技術院計量研究所長

◆瑞宝中綬章
農林水産行政事務功労

　佐
さ さ き

々木堯
たかし

さん
　（みずき野）
元食品総合研究所長

◆瑞宝双光章
消防功労

　田
たぐち

口成
しげ お

穗さん
　（久保ケ丘）
元東京消防庁消防正監

◆瑞宝小綬章
建設行政事務功労

　田
たなか

中　穰
みのる

さん
　（けやき台）
元国土地理院地殻調査部長

◆瑞宝大綬章
衆議院事務功労

　谷
たに

　福
ふくまる

丸さん
　（けやき台）
元衆議院事務総長

◆瑞宝単光章
警察功労

　古
ふるさわ

澤訓
くにゆき

行さん
　（薬師台）
元警視庁警部補

◆瑞宝双光章
警察功労

　矢
やじま

島忠
ただあき

昭さん
　（松ケ丘）
元皇宮警視

◆瑞宝双光章
教育功労

　北
きたむら

村哲
てつろう

朗さん
　（百合ケ丘）
元公立中学校長

◆瑞宝単光章
警察功労

　黒
くろさわ

澤　隆
たかし

さん
　（美園）
元千葉県警部

◆瑞宝双光章
郵政行政事務功労
　鈴

すずき

木清
せい じ

治さん
　（松ケ丘）
元関東郵政監察局
東京南部郵政監察室長

◆瑞宝単光章
消防功労

　関
せき

　滿
みつる

さん
　（松並）
元東京消防庁消防司令

◆瑞宝双光章
警察功労

　髙
たかはし

橋駿
しゅんいち

一さん
　（みずき野）
元警視庁警部

▲あわんとり

▲もち焼き

投稿
ひろば
投稿
ひろば

民間自治功労者表彰
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応
で
、
保
護
者
か
ら
厚
い
信
頼

を
得
て
い
る
ほ
か
、
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
各
地
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、

特
別
支
援
教
育
の
充
実
・
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
卓
越
し
た
指
導

力
と
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

て
い
る
こ
と
、
ま
た
他
組
織
と

連
携
・
交
流
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
第
14
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス

ピ
リ
ッ
ト
賞
に
お
い
て
、
愛
宕

中
学
校
守
谷
野
鳥
の
森
少
年
団

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
代
表
者

が
市
長
へ
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
（
１
月
28
日
）。

　
愛
宕
中
学
校
で
は
、
全
校
生

徒
が
守
谷
野
鳥
の
森
少
年
団
の

団
員
と
な
り
、
市
観
光
協
会
な

ど
の
市
民
団
体
と
協
力
し
て
、

「
守
谷
野
鳥
の
森
」
の
整
備
を
平

成
14
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
の
環
境
保
全
に
貢
献
し
、

組
織
的
・
継
続
的
な
活
動
を
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
賞

「
愛
宕
中
学
校　

守
谷
野
鳥
の
森
少
年
団
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
!!

県
優
良
子
ど
も
会
表
彰

　　
「
け
や
き
台
Ｃ
班
子
ど
も
会
」
が
受
賞
!!

　
平
成
22
年
度
茨
城
県
優
良
子

ど
も
会
等
表
彰
式
（
筑
西
市
・

１
月
29
日
）
に
お
い
て
、
け
や

き
台
Ｃ
班
子
ど
も
会
が
優
良
子

ど
も
会
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
け
や
き
台
Ｃ
班
子
ど
も
会
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
、

全
員
加
入
で
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
け
や
き
台
夏
ま
つ
り
を

機
に
立
ち
上
げ
た
「
よ
さ
こ
い

踊
り
」
部
隊
は
、
市
内
各
地
域

で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

遊
歩
道
擁
壁
の
落
書
き
消
し
な

ど
、
町
内
会
な
ど
と
一
緒
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
践
し
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰

松
前
台
小
の
関
本
幸
枝
教
諭
が
受
賞
! !

　
全
国
の
国
公
私
立
学
校
の
教

員
を
対
象
と
し
た
平
成
22
年
度

文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰

式
が
、
１
月
31
日
に
日
比
谷
公

会
堂
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

行
わ
れ
、
松
前
台
小
学
校
の
関

本
教
諭
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
諭
は
小
学
校
教
員
と
し
て

27
年
間
、
県
教
育
に
携
わ
り
、

平
成
13
年
度
か
ら
は
特
別
支
援

教
育
担
当
と
し
て
、
児
童
一
人

一
人
の
良
さ
や
可
能
性
を
引
き

出
し
な
が
ら
、
き
め
細
や
か
で

充
実
し
た
指
導
・
支
援
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
教
育
相
談

等
に
お
け
る
親
切
・
丁
寧
な
対

民間自治功労者表彰
　２月10日に県市町村会館で県市長会主
催の自治功労者表彰式が行われ、市から
２人の方が表彰されました。この表彰は
地方自治の振興発展に尽力し、その功績
が顕著である方に贈られるものです。お
めでとうございます。

　吉田さんは平成４年から
17 年の間、守谷市民生委員
児童委員や同協議会の役員
として活躍。南北協議会の
分割に尽力し、北地区協議会
及び連合協議会初代会長と
して、組織運営やその発展、
委員の資質向上などに多大
な貢献をされました。また、

災害時要援護者の調査や要援護者マップ
作成など精力的に活動し、地域福祉推進
に尽力されました。

　下村さんは平成６年から
約 17 年間、守谷市民生委員
児童委員として活躍。元教
職員の経験を活かした小学
生の登下校見回りあいさつ
運動など地域に密着した活
動を展開し、子どもたちの
安全確保に貢献されました。
また、児童福祉に関する市

の各種委員なども歴任し、地域での子育
て支援、児童の健全育成にも多大な貢献
をされました。

　
写
真
メ
ー
ル
で

　
投
稿
し
よ
う
！
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�http://m
obile.city.m

oriya.
ibaraki.jp/hiroba/

▲市長に受賞の報告
▲表彰式会場前にて

関
せきもと

本幸
ゆきえ

枝教諭
（松前台小学校）

吉
よしだ

田譲
のりみつ

三さん
（松前台）

下
しもむら

村希
きいち

一さん
（本町）
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つらつ元気な老後を目指して
介護予防健康づくり講演会 (2/19)

●まちの話題を写真記事でお届けします

ATCH FLAG PROJECT
アーカスプロジェクト（1/30）

　平成 24 年 2 月に守谷が町から市になり 10 周年
を迎えるに当たり、市民自身の手で何か記念にな
る事業を実行しようと、第１回実行委員会が開催
されました。初めての会議にもかかわらず、活発
な意見交換が行われ、公募委員も含めた実行委員
の方の熱意があふれた会議となりました。

備スタート！
市制施行10周年記念事業実行委員会（2/3）

康を願って…
土塔中央・北園保育所豆まき（2/3）

MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース
MORIYA
フォトニュース

　市立の２保育所で毎年恒例の豆まきが行われま
した。鬼が太鼓の音とともに保育所に現れると、
園児たちは大興奮！　泣き出してしまう子もいま
したが、皆、力いっぱい鬼に豆を投げて厄払いを
しました。今年一年健康でありますように！

講演会「今から考えよう寝たきり防止及びはつ
らつとした老後生活」が中央公民館で開催され、
満席で立ち見が出るほど大勢の市民が聴講に訪れ
ました。講師は、出前サロン等で実施されている
シルバーリハビリ体操を考案した大

お お た
田仁

ひ と し
史氏。今

後の健康・生きがいづくりに役立つ講演会でした。

Ｍ

準

健

は

　アーカスプロジェクトの一環として、日
ひ び の
比野克

かつ

彦
ひこ

氏による「第 58 回ヒビノホスピタル」が市民
交流プラザ市民ギャラリーで開催されました。当
日は、アジアの国旗をモチーフにしたマッチフラ
グを古着を使って一人ずつ制作。最後はまとめて
ひとつの大きな旗へと仕上げました。

20広報もりや2011.3.10

Moriya Photo News

全・安心なまちづくり
防犯連絡員一斉街頭キャンペーン (2/22)

 市内の防犯連絡員がロックシティ守谷 SC・守
谷駅周辺で一斉に啓発活動を実施しました。防犯
連絡員は市民一人一人に防犯の声かけをしたり、
防犯の旗を掲げながら集団でパトロールを行った
りして、防犯意識の大切さを訴えました。

安

解を深めるために
5ワクチン予防接種講演会 (2/26)

　「子宮頸
けい

がん・ヒブ・小児用肺炎球菌・おたふ
くかぜ・水痘予防接種」は任意接種であるため、
事前に必要性や効果・副作用を知ることが大切で
す。そこで、それを知るための講演会を保健セン
ターで行いました。今年から市で公費助成を始め
たこともあり、多くの市民が会場に訪れました。

理

んなできれいに !
立沢公園の協働作業 (2/19)

　協働のまちづくりの一環として、立沢公園の樹
木剪

せんてい
定・間伐作業が行われました。当日は、北

守谷地区連絡協議会、市職員、ボランティアなど
100 人を超える参加がありました。皆、役割分担
をしながら安全に作業を進め、午後には見通しが
良く、安全・安心な公園がまたひとつ誕生しまし
た。ご協力ありがとうございました。

み

ってください「上下水道事業」
上下水道事業説明会 (2/26・27)

　上下水道事業の現状と課題について、市民の皆
さんを対象とした説明会が市内 4 か所で開催され
ました。参加者は、熱心に説明を聞いたり、質問
をしたりして、私たちの生活に欠かせない上下水
道事業がどのように運営されているのか知ること
ができました。

知
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3月の納期

• 上下水道使用料  ……1・2 月分

粗大ごみ収集日

休日・夜間緊急診療所
取手医師会病院（小児科除く）

☎０２９７－７８－６１１１
取手協同病院（小児科 : 水曜日除く）

☎０２９７－７４－５５５１
総合守谷第一病院（小児科：水曜日）

☎４５－５１１１

人口と世帯数
平成 23年 2月 25日現在

前月比

  昨年同月人口　  61,202 人

モバイル！ もりや

携帯電話から市の情報を入手できます
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/

  ◆主な内容◆
• もりやクリーンカレンダー
•子育てカレンダー
•図書館蔵書検索
•バス及び鉄道時刻表
•スポーツ施設予約
•緊急診療案内

２
０
１
１
年
３
月
10
日
発
行

　
広
報
も
り
や
第
５
６
１
号

世　帯
人　口
　男
　女

23,111 戸
62,538 人
31,680 人
30,858 人

4月のし尿収集日

申 込 日 収 集 日
 3 / 7 ～  3 /11  3/23
 3 /22 ～  3 /25  4/ 6
 4 / 4 ～  4 / 8  4/20
携帯版「もりやクリーンカレンダー」
http://mobile.city.moriya.ibaraki.jp/clean/

　市では、昨年10月9日に開催し、好評だったリサイクル(リユース)
市「もったいない市」を再び開催するため準備中です。現在は、粗大
ごみ申込受付の中で「比較的新しく、再使用できそうな品物」を確認
し、申込者から提供いただいています。
　もう使うことはないけれど、粗大ごみに出してしまうには“もっ
たいない”、比較的新しいから誰かもらってくれないかな…そのよ
うな誰かにあげたい、もらって欲しい、使って欲しい“モノ”があ
りましたら、生活環境課までご一報ください。
　最近、増えてきている粗大ごみの減量にもつながります。自宅の整
理にもなって環境にもやさしい「もったいない市」へのご協力を、皆
さん、ぜひお願いします‼

▼  受付できないもの　家電リサイクル法対象品目 (テレビ・冷蔵庫・
洗濯機・エアコン・衣類乾燥機など )、故障している電化製品、衣
類・布団類、自転車・オートバイ

出来ることから始めよう !出来ることから始めよう !

粗大ごみにはもったいない…
　　　そんな品物待ってます

再使用できるものありませんか？再使用できるものありませんか？

●問合先　市役所生活環境課　内線 141～ 148

▲前回の「もったいない市」
H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

800

700

600

500

400

（
単
位
ｔ
）

701.65 691.52

764.99
741.40

年度別粗大ごみ回収量
4～1月　2～3月

（1月末現在）

「もったいない市」開催日などの詳細は、決定次第、広報もりや・
市ホームページ等でお知らせします。

（＋  20戸）
（＋  57人）
（＋  41人）
（＋  16人）

 日 区　　　分
 4 5 6 大井沢地区
 11 12 13 大野地区
 15 18 19 高野、乙子、南守谷地区
 21 22 － 原、原本町、北園
 25 26 － 小山、奥山新田、奥山本田、
 27 28 － 辰新田、同地、赤法花


